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要 旨

小論は , 2 0 0 3 年の 現地調査 に 基 づ き ､ 中国折江省府興 に お け る 民間演劇の 再燃に つ い て考察

を加えたも の で あ る . 改革開放後, 経済の 自由化と共に ､ それま で息を潜めて い た民 間の 芸能活

動は復興 の兆しを見 せ た ｡ 爾来2 0 年､ 今日 , 江南で は､ 中華人民共和国成立以前の 活況さえも

坊沸とさせ る ほ ど民間芸 能の盛ん な地域も生まれ始めたo 小論は, 調査を行 っ た 5 つ の事例 に よ

っ て ､ 今日の 紹興に おけ る演劇の 上演状況と宗教と の 関わり､ 伝統 の継続性と異質性､ そ して そ

の 背景にある人々 の精神世界に つ い て明らかにする ｡

キ
ー

ワ
ー

ド : 民 間演劇 の復興 ､ 相輿 , 上演状況 ､ 宗教 , 伝統 の継続性 ､ 精神世界

1 : は じめに

府輿は ､ 魯迅 の ｢宮芝居｣ (『柄城』) で知られ るよう に, 人 々 の暮らしに根ざした演劇の 盛ん

な地域 であ っ た ｡ しか し､ ｢ 宮芝居｣ の 原題 ｢ 社戯｣ が示 すように､ 宮芝居 は ｢社｣ すなわ ち土

地神を配 る行事で あり､ 土地神ばか り か あらゆ る神仏 ( 現地 の 人 々 は神仏 を ｢ 菩薩｣ とよ ぷ)

の 誕生日 にも廟を中心に奉納演劇が行わ れ たが た め に､ 社会主義を標模す る 19 4 9 年以 降の 紹興

で は ､ 民間演劇が行わ れ る こ と はほ とん どなか っ た ｡

1 99 6 年､ 新江省粛山市の 宣巻調査 の所､ 消滅したと思わ れ て い た宣巻の 復興を目 の 当たりに

し､ 同時に民間演劇が人 々 の 生活に戻 っ て きた ことを知 っ た (注 1) ｡ しか し､ その こ とを具体

的に記した報告書を日にする こ とはほとん どなか っ た ｡ 現地 で の 調査を思 い 立 っ て 7 年の 月日

が流 れた. 改革開放とともに復活したと い うあまた の 民間職業劇団 は ､ その 後 どうな っ ただろ

うか ｡ 晩夏と も初秋とも決め がた い 本年9 月 の 半ば ､ 演劇状況の調査を目指し紹輿に発 っ た ｡

本稿は 2 003 年 9 月の 府興における民間演劇の 実見をもとに ､ 今日の 地方劇の現況 とそ の意味に

つ い て考察する もの である ｡

なお ､ 調査 に は ､ 現 地で の 長年の 知人で あ る, 紹興市芸術研究所の 謝涌涛氏の 協力を得た ｡

謝氏 は ､ 劇団の 美術担当で ありながら､ 地道なフ ィ
ー ル ドに基 づく頼輿における戯台調査 の専

著 『紹輿古戯剖 (注 2) の 著者で もあり､ 筆者とは 1 0 年ぶりの 再会となる ｡

* 地域 ビ ジネ ス学科
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2 : 解放娘娘と人々 の祈り
一

紹典県東浦鏡育龍村
一

今日 の民 間演劇に つ い て , 前掲の 謝氏はすで に ｢ 改革開放後､ それまで 衰微して い た民間の芝

居 は か な り復興 した ｡ 1 9 9 5 年 の 調査 で も漸 江 に は 5 0 0 種 の 民間 の 職業劇 団があり ､ 台州 の 一 地

域だけで も 一 年に 3 万 6 00 0 回の上演があ っ た. 紹興でも ､ 周辺の県で は､ 毎日さまざまな芝居

が演じられて い る｣ (注 3 ) と記して い る ｡ その 言に違わず, 9 月 13 日にも､ 帝興の 市街地に さ

ほ ど遠くな い 紹興県東浦鏡青龍村で は奉納芝居が演じられて い るとの こ とで あ っ たo 多くの 民間

演劇は , 昼 と夜の 2 回上演が主で ある ｡ 急 い で昼食をすませ ､ タ ク シ
ー とオ

ー ト三輪を乗り継ぐ

こ とに な っ た ｡

目的地 の草台 ( 臨時舞台) は ､ 小川に面した小路 を遮る形で設 らえられて い た ｡ 競 っ て元宝を

持 っ てくる年輩の女性たち に ､ ｢今日は何 の 日か ? ｣ と問えば, 菩薩の 誕生日と口 々 に言うo 菩

薩はその 名を ｢ 解放娘娘｣ と言う｡ しかしそ の 菩薩の 由来たるや諸説紛々 ｡ 日く, 痛から解放し

てくれ た神と｡ 日く､ 毛沢東と ｡ 日く, 新た なる願望大帝と｡

一 人 一 人 の 解釈に疑念を抱く筆者

に ､

一 人 の老婆はき っ ばり と言 っ た ｡ ｢ 何で も い い じ ゃ な い か ､ あ らゆ る こ とを解放 して くれ る

神だよ｣ と ｡ そ の
一

言を聞 い て妙に納得 し､ 菩薩の所在を尋ねる と ､ ｢ 4 ､ 5 キ ロ ばかり離れ た と

こ ろ にある , 見龍寺と いう寺｣ と告 げられ る ｡ しか し､ オ ー ト三輪で乗 り付けた先 にはふ くよ か

な弥勤様が鎮座 し, ｢ 善有善報, 悪有悪報｣ と因果応報の教 えが記 され て い る の み o 果 た して そ

れが解放娘娘と何の 関係があると い うの か ｡ 土地 の 人は心 の中の 菩薩を近隣 の 寺廟に存在するも

の と思 い 込んで い た に過 ぎなか っ た ｡ しか し､ 思 えば, 民間 の菩薩とは本来その ようなも の なの

か もしれな い ｡ 当初 , 人々 の心 の中にあ っ た無形 の神は人 々 の希求に よ っ て や がて偶像化され る

ことに なる｡ こ の ｢解放娘娘｣ は ､ その 初期段階の 菩薩に当た る の で ある o

見龍寺から戻り, 舞台の 前に設けられた机の 上に 日をや ると､ 果物､ 元宝, 灯明が賑や か に飾

られ ､ 紙銭が焚かれ ､ ｢解放菩薩｣ に供えられて い た (写真 1) ｡ 爆竹が鳴り響き ､ 開演に先立ち

｢ 三喜臨門｣ と いう字幕が舞台の左側に置か れた ｡ 八仙に扮 した役者が , 拍板の リズ ム に合わ せ

て縁起 を祝 い 始め ると, 1 00 数十人 の 観客は
, 持参した竹の椅子 に座り､

一

斉に演者に 目を凝ら

した (写真 2) ｡ 以下 は祝 い の縁起で ある ｡

r 保佑冴 , 保佑 軌 合家老小 ,

一

年四季元矢元確 ｡

保佑 軌 保佑 軌 老年人 , 増福増寿, 自白共友会轄青, 落下牙歯可生根｡

保佑冴 , 保佑 軌 小人 , 快濃快大 , 目后大学考 乱

保佑 軌 保佑 軌 年青人 , 出rl 菅生,

一

本万 札 日嫌金, 夜嫌根 , 財神菩辞后面躍 ｡

保佑冴 , 保佑冴 ｡ 出来子卦 , 名牌大学考 乱 出国留学稔笥定 ｡ 中央接班人来当 乱 1 机坐坐来

接 双葉 ｡

保佑冴 , 保佑 臥 年青人 , 生意倣逓五大洲 , 並洲 , 欧洲 , 南美洲 ｡ 今年造起三屋楼, 毎年実来

別壁楼 ｡ 田圃囲園走葛楼, 合家老小原悠悠 ｡｣

(｢ 守りあれ､ 守りあれ｡ 家族み な 一 年中つ つ が な い よう｡

守りあれ､ 守りあれ ｡ 年寄りたちは長生きし､ 白髪も黒くなり､ 抜けた歯は生え

変わる よう｡

守りあれ, 守りあれ｡ 子供らが早く成長 し､ 将来大学に受かる よう｡

守りあれ ､ 守りあれ｡ 若い 者は商売に支障なく､ 昼夜問わず金 がもうかり､ 銭神様が着い てくる

よう｡

守りあれ , 守りあれ｡ 家を離れた孫や子は､ 有名大学に合格し, 外国留学がうまく い き､ 出世の
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道に着くよう｡ そして やがて は飛行機で両親を迎えに来る ように ｡

守りあれ ､ 守りあれ｡ 若い 者は五大陸､ ア ジア ､ 欧州､ 南米と ､ 世界をまた い で 商売し､ 今年

は 三 階建て の 家を建て ､ 毎年別荘を手に 入れ て ､ 家族み な立派な家で生活 し､

一

家は 団奨,

悠々 自適である ように ｡｣)

前半は ｢ e n J ｢in｣ の 韻で合わせ ､ 後半は 『o u』 の 韻で まとめ上 げられた こ の 唱 い に こめ られ

たもの は , 無病息災､ 学業成就､ 商売紫盛, 立身出世である . その 中で子供が有名大学に合格

し､ 留学する の を祈願する の は , 今日的祈願 であると同時に , 科挙登第を願う人 々 の 意識 と何

ら変わりはな い ｡

元宝を抱 えて きた女性は , 願を掛けた ら叶 っ た の で ､ 遊願 (願 ほ どき) に元宝を 5 0 元分持 っ

て 来た と言 っ た ｡ また ､ 赤ん坊を抱 えた 若い 女性は ､ 無事赤ん坊が生 まれた の で
､ 奉納芝居の

た め に 1 00 元 醸 出した と言 っ た ｡ それ ぞれ の神 へ の 祈りと感謝が娯楽と 一 体に なり ､ 秋空の 下

に紹劇の メ ロ デ ィ を鳴り響かせ る の だ｡

劇団月は , 楽器の 5 , 6 人を含め て全部で 1 3 人 ｡ か つ て帝興趣劇団で演じた仲間だと い う演

貞た ちは ､ 舞台裏の 化粧も手際 よく､ 客に芝居の メ ニ ュ
ー を渡し､ 本日 の 出 し物を選ぶ (

"

挑戯
'

)

ように と促 して い た｡

選 ばれ た芝居 は何か ､ 紹輿劇の憶概数昂する 口吻に触れ る こ と がで きる の で は な い か と い う

期待をよそに謝氏の携帯が鳴 っ た o ｢徐文長の墓の 近く にある栢興県蘭亭里木柵 (村) で大規模

の 芝居があるか ら来い｣ との 誘い が携帯か らもれ聞こ えた｡

3 : 父母の遭居を祝う鹿寿演劇 一 紹典県冊亭里木柵 (村) 一

五 時過 ぎ､ 蘭亭里 の会場 へ 急ぐ｡ 途中､ 午後の
一

芝居を見終えて ､ 夜の 開演に間に合うよう

に食事に戻 る人 々 に出会 っ た ｡ 蘭亭里木柵は ､ 王義之の 蘭亭序で有名な土地でもある ｡

秋の 空 は少しずつ 薄暗く なり､ 夕闇に覆われ始めた夜7 時前､ 5 00 人を超える人々 が集ま っ て

きた ｡ 村の 人口 は 2 00 人程しか い な い と い うか ら, 近隣の 村からも芝居好き (戯迷) が足を運

ん だに違い な い ｡ それもその はず､ 本日は ､ 海外でも何度も公演の 経験をも つ 趨劇で 最も有名

な ｢顧興小百花劇団｣ に よ る上演である . 総勢 53 人 の大規模な出演者群. 主催者はこ の村出身

の
一 人 の男性｡ レス トラ ン の 経営者になり､ かなりの 富を蓄えたの で ､ 今回は村の 人々 を集め

て , 父母の 還暦を祝うと の こ と. 出演料は 2 万元 . 製茶工場の敷地を借りて の 大舞台は ､ 鉄の

棒で組み 立てられ ､ 牢固なも の で ある ｡

7 時､ 聞頭場 ( 一 番嚇) o 大鋼鉄 な どに よ る ｢ 開頭場J を奏で ､ 観客を舞台に集中させ る と ,

爆竹が 鳴り､
つ い で打ち上 げ花火が降り､ 縁起もの の 飴が撒か れ て ､ 賑や か な慶寿劇が始ま っ

た ｡

最初の 出し物は ｢夜明珠｣ ｡ 電光に よる字幕に は､ 老人 へ の い たわりが説か れて い る (写真 3) 0

こ れ は ､ い わ ゆ る ｢ 閤 二場｣ ( 二 番嚇) と呼ば れ るもの で , 小飼銀や 管弦が加わ り, 慶寿と官界

出世､ 科挙及第があわさ っ た縁起芝居である ｡ 裳士雄らの 『魯迅筆下的頼異風情』(注 4) は こ

の ｢聞二 場｣ に つ い て , ｢ (村芝居で は) 『五 場頭』(聞二場) の ような縁起芝居を省くと､ 必ず

村方から抗議が出た｣ とあり, 今尚そ の形式が ひき つ がれて い る ことが分か る｡ しか しこれは

｢ 慶寿劇｣ で あり､ 開始時舞台の 下 には赤く大きな灯明が何本も並べ られて は い たが ､ 宗教色の

強い村芝居とは異な っ て , 菩薩の神座はなか っ た｡

二 つ 日は ｢穆桂英桂帥｣ ｡ これ は, ｢楊家将演義｣ から生まれた芝居で ､ 本日の主要な出し物｡
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宋の 時､ 楊家の 女将､ 穆桂英が男装して全軍の 指揮を執り, 困難を救うと い う話 ( 写真 4) で

ある｡

越 劇団 の 美女た ち の 洗練 され た 立 ち廻り に 観衆 は魅せ ら れ ､ 時折 , 蚊に 刺 さ れた 手足 を掻き

ながらも､ 日は釘付けとなり､ 夜空に鳴り響く拍手は止まない ｡

観客とな っ た謝氏と私に劇団長は ､ 飲料水の ペ ッ トボ トル を手渡して きて ｢忙し い ですよ ､

次か ら次 へ と呼ばれて｣ と嬉し い 悲鳴を挙げなが ら､ 終演後は南京か ら来た友人の 自家用車に

乗 っ て帰るよう私たちを促した ｡ 真 っ 暗な夜道に ､ 椅子を小 脇に抱えた近隣の 人々 が 一 列に並

び, 家路 に つ い て い る様が , 車窓か ら窺えた ｡

女性演者に よ る越劇の も つ 嫡や か さ､ 恋愛を主と した 芝居内容､ 方言の 分 かりやすさな どが ､

観客を惹き つ ける の で あろう｡

それ に しても ､ 主催者は何故かくも盛大な催しを開 い たの か｡ 父母の 還暦を祝うこ とが主眼

で あろうが ､ 土地 の 人々 は ､ ｢ 商売繁盛した姿を近隣の人 々 に知 っ てもらうため｣ と言う｡ 世俗

性に重きが置かれて い ると いう の で ある ｡ 田仲 一 成氏は ､ (明代末期の安徽省の 例を挙げ) 宗族

内で行われ る寿誕演劇が社祭演劇な どを凌駕して盛行し､ そ の後晴代初期に入 っ て ､ 急速 に拡

大 し､ 多く の江南宗族 の 問で普及する ように な っ たと い い , そ の盛行の理 由 の 一

つ と して ､ ｢ 大

宗両 で 演劇を挙行す る こ と に より競争関係 にあ る近 隣 の 宗族や雑姓郷民 に対 して 自己の 富力を

誇示 し得 る こ と｣ (注 5 ) と して い る が , こ れ は今 日 の 戯曲盛行の 理由 と大 い に類似 する ｡

"

富が を手に した レス トラ ン の 経営者は ､ 科挙合格者が 出たと同じような出世 の 喧伝､

"

富 が

の 誇示を ､ 演劇上演を通 して行うの で あろう o こ の 時､ 神 - の 感謝は薄らぎ, 世俗性や 娯楽性

が色濃く現れ る こ とに なる の は否定できな い ｡

4 : 潮神の生 日を祝う 一 紹典県馬鞍頚湖塘 _

～

神とは ､ 人間の 存在する とこ ろ ､ 何処に でも存在する もの の ようで ある ｡ 確か に紹典 で は ､

連日の ように何処かでその 誕生を祝う芝居が演じられて い た｡

紹輿二 日目 の農暦8 月 1 8 日は ､ 頼輿近辺で は潮神 の誕生日を祝う日で ある . 頼輿県鳥鞍鋲湖

塘壊 で も､ 道沿い の空 き地に舞台が設えられて い た ｡ これ は ､ 府輿益泉鉱泉飲料公司 の 経営者

が潮神 の誕生 と こ の
一

帯の 安寧を祈 っ て 開く の だと い う｡

一 方, 前述 したよう に こ の飲料公司

の
"

富力
"

を誇示するイ ベ ン トで ある ことも否定し得な い o

開演前 ､ 八仙に扮した演者は ､ 舞台の 前にあ る飼の 菩薩像の 前に並 ん だ｡ 菩薩の前の 机に は

塩魚､ 豚 , 鳥､
バ ナナ ､ 梨などが置か れ ､ チ ャ ル メ ラ にあわ せ て 8 人の 演者が縁起を説き, ｢ 菩

薩保祐､ 全家太平､ 身体健康, 長命百歳 , 生意興 隆 ､ 夫妻恩愛､ 白頭到老､ 恭喜発財 , 子蘇出

山｣ と合唱した (写真 5 ) ｡ メ ロ デ ィ は宝巻調 (南無調) と説明を受けたが, 抑揚の な い 単調な

もの で ある ｡

や がて , 演者 8 人 は廟に面 して立て られ た舞台に向か っ た ｡ 舞台は竹で骨組み され ､ 板を並

べ て ある簡素なも の だo 楽隊 4 人 (打楽器2 人 , 二 胡 1 人 , 琵琶 1 人) が登台する ころ ､ 西に

日が傾き始め ､ 人 々 が集まり始め た. 小脇に竹椅子を持 っ てくる ところ は い ずこ も同じo 村民

3 0 0 人 ほ どと開 い て い た の に ､ もう既 に 1 0 0 人を超す観客がそ ろ っ た ｡ 劇日は ｢ 大草山救駕｣

と いう ､ 皇帝の 美女選びに端を発 し､ 臣下の 策略と王位纂奪､ 紛争が繰り広げられ ､ 最後は皇

太子が事を解決する と い うもの ｡ 依拠する物語は知らな い が､ 紹輿方言に よ る ア ドリ ブを巧み

に織り込ん だ演技は ､ 年輩の 男女の 人気を博して い た ｡ 美女に扮した年増女優の お嬢さん役に
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つ られ ､ 老婆たち は大きな口をあけ て 笑 い 始め る｡ 演者と観客の
一

体感と で も い うもの がそ こ

にはある ( 写真 6 ) 0

総勢 1 4 人の こ の劇団 の ､ 核になる の は俳優3 人 に楽器担当 1 人 ｡ 芝居主催者の要求に応 じて

退職 した友人や ､ 時間の ある現役俳優を随時ス タ ッ フ に加える ｡ 代表の 1 人 は ｢ もともと野鶏

(も ぐり の) 劇団だ っ たが ､ 最近はオ ー プ ン に戯政子 ( グ ル
ー プ) を組んで い る ｡ 人々 は経済的

にそこ そこ の 生活がで き る と､ 神様 へ の お祈りが効 い たの だと信じるように な る｡ そした ら､

や っ ぱりお礼の 芝居を しなく て は ､ と い うこ と になる ｡ 劇文 (芝居) を設ける の は周囲の 人に

対して鼻も高い し､ 縁起 も い い o お まけに楽し い し. . . c それで私た ちは招か れ る の だ｣ と分析

した ｡

芝居が紹興
一 帯で は , い まだに ｢戯文 ( シ ー

ウ ェ ン)｣ と呼ばれて い る こ とに驚い た . 南宋の

初め ､ 温州 一

帯に興 っ た地方劇の 文学史的言い 方が , 今日の 芝居を指して い る の で ある .

一

方､ 退職者に よ る劇団編成は ､ 中華人民共和国成立以後､ 国が地方劇の 後継者の 養成を推

し進め , 地方劇担当者を根絶や しにしなか っ た ことが功を奏する こ とにな っ た と い えよう (注

6 ) ｡ そ して また早期退職 の 勧奨 , 退職後の 低い 年金制度などが , 戯姓編成を促 して い る こ と も

そ の 背景 にある と思 われ る ｡

5 : 民間演劇再燃の背景

中華人民共和国成立後､ 舞台芸術を政治的 に用 い て きた中国は ､ 改革開放後､ 戯曲劇団な ど

の体制を い か に改革すべ きか , 中国 の 文化管理担当局は模索し続けて い る｡ 結論として 国の 指

導の下 にあ る劇団は ｢ 社会効益第
一

､ 経済効果第二 ヾ カ争実現両箇効益相統
-

｣ と い う こ とに

なる の だ が ､ 庶民 の 心理的な希求に基づ い て形成され ､ 発展して きた民間演劇が ､ 社会効益 の

下に統制されるわけ もな い
｡

8 0 年代以後､ 少 しずつ
, しか し堂 々 と復活した民 間演劇は ､ か つ て の 宗教演劇 とは異 なり ､

そ の地域 に居住する もの が ｢ 現世利益｣ , ｢願掛け｣ と ｢ 厭解き｣ と い うきわめ て 原初 的宗教心

理を基軸と し, 生活の安寧, 繁栄の た め に神の保護を求めて ､ ｢戯文｣ を求め続けて い るように

思える ｡

上述の調査から､ 最近の民間演劇の主 たる目的は ､ ①願解きの 芝居､ ② (慶寿､ 子供の 出生 ､

大学合格など の) 祝 い の 芝居､ ③平安願 い の 芝居､ ④神々 の 生誕を祭る芝居､ の 四 つ で ない か

と思われ る｡ こ れ は , 長 い 間続 い た中国 における戯曲上演の 目的となん ら異ならな い だろう｡

もちろん その基盤 に は ､ 同行の謝氏が､ ｢ 人 々 が衣食住の問題を解決した の ち ､ さらに生活の 充

実を願 い ､ 友人間 の 交際や 意思疎通を求め , 心を通 わ せ ､ とも に楽しみ を享受しようとするも

の で ､ そ の中に あ っ て 芝居 を設ける こ とは最適 の 手段で ､ テ レ ビや映画 も こ れ に と っ てか わ る

こ とはで きな い ｡ なぜ なら耳に慣れ親しん だ伝統劇は ､ 誰もが知 っ て い る ス ト ー

リ
ー と登場人

物, そして人情味豊か なこ とばがあり､ そ の後ひ ととき の語ら い をも提供 してくれ るか ら (注

7) ｡｣ と分析する ように ､ 紹輿の伝統と化した戯曲の 長い 歴史がそ の背景に はあ る｡

伝統と人 々 の 生活習慣は
一

朝
一

夕に変える こ と は できず, むしろ年老 い た人 々 は自分が生ま

れ育 っ た生活習慣 の中に精神の 安定を覚える ｡ 人々 の 泳動が少なく , 人間の 粋が変質しな い 比

較的安定した地域 にお い て , その傾向は とりわけ強まるようで ある ｡

そ してもう
一

つ , そ の 表の 目的とは別に ､ 芝居はある種 の力の 顕示と い う形で具現化される

側面をも つ こ とも窺えよう｡ 前掲の 芝居の幾 つ か は ､ 富裕に な っ た人々 の 資金 に よ っ て催され
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たもの であ っ た ｡ その こ とが示すように , ｢ 芝居を掛け る｣ の は富裕の象徴で もある ｡ 芝居を目

に した観客はそ の 主催者を黄え､ 上演の 様は人 々 の 口 を経て近隣にも聞こえるこ とに なる. そ

こ に価値 を見 出す人 も少 な か らず い る の で あ る . こ の こ と は ､ 戯斑 の 更 な る復興 を促 し､ 地域

的な芝居上演の高まりを更に促進する ことになる ｡

1 99 5 年旧暦 2 月 2 1 日 , 漸江省慈渓で 開かれた相公菩薩の 開眼供養の報告がある (注 8) ｡ な

んと 1 1 日 にわ た り ､ 2 0 に も及 ぶ 劇を演 じた と い う｡ 演者は劇団員を中心 に組まれ た紹劇第 一

舞台で あ っ た ｡ 十三齢や 銭慧駒な どの か つ て の名優も登場 し､ 近隣か ら集ま っ た多くの 人で 賑

わ っ た . こう した正式の 団に属し, 技術 を磨 い た演者の存在と相待 っ て ､ 近年の 新江 の 農村は ､

中華人民共和国成立後､ か つ て な い ほ どの民 間 の戯敦子 が躍如して い る の で ある ｡

野外演劇の 醍醐味に触れ ながら
"

露台
"

すなわち
`

草台
'

が演劇を育み ､ 中国戯曲の 脈々 と

続く伝統を形つ く っ て い る ことに思 い を馳せ た｡ 康無 ( 南巡図) に見る紹輿相席の 精巧な戯台

から, 青竹で つ くられた粗末な戯台ま で ､ そ の種類は多様で ある が､ 不特定の大衆を魅了する

芝居は , そ の広 い 自然環境 の中に あればこそ ､ 俳優の ｢ の ど｣ が鍛えられ ､

一

代の 文化が形づ

くられ, 多くの 観客を手に し得る の で あろう｡

こ の ような菩薩の 誕生日 と芝居上演 に つ い て , 前掲 『魯迅筆下 的紹輿風情』 に は魯迅 の 時代

の 風景として ､ ｢廟会の行事は ､ 土地神以外に も及 ぼさ れ , 芝居 の 上演時期も必ず春秋とは 限ら

ず, お よそ菩薩 (神仏) と いう菩薩の誕生 日ご とに演劇 の奉納 が行わ れる よう にな っ た (注 9)｣

と記されて い る .

6 : 宝巷の 上演
一

箱典市境湖区霊芝頚の蒋家蚊. ( 村) -

民間戯曲の 復興 は ､ その 周辺 の 民間演芸全般の復興と軌を 一

に して い ･ る o 宝巻の 上演 ､ 即ち

宣巻にお い ても例に漏れな い
｡ 宣巻に つ い て の こ こ数年の 論調は､ 例えば ｢ 現代民間宝巻的消

亡｣ (注 1 0) の ようなタイ ト ル でそ の 消滅を必定と見る もの が多 い ｡ しか し､ 前掲青山市の 調

香 (荏 ll) にお い ても宣巻はなお行われて い たし, 青山市の 隣に位置する紹興でも同様で あ っ

た｡ 今調査で も､ 宣巻の 盛ん な地域 もあると聞き､ 紹興市鏡湖区霊芝鎮の 蒋家蚊 (柿) を訪ね

た｡ こ こ は､ 蒋姓の 人が村人 の ほ とん どを占め る村で ある ｡

本来宣巻は ､ 宗教的色彩の 濃厚なもの (｢ 宗教宝巻｣) と､ 宗教的要素は残存させ つ つ 娯楽的

色彩が濃厚なも の (｢ 民間宝巻｣) とに大別で き る. こ の 地域で は , 後者の 民 間宝巻を ､ 廟な ど

を会場に こ とあ る ごとに行 っ て 人々 の安寧を願うと い う｡

淡水真珠養殖用 の 丸く白い 浮きが浮かぶ 河に 面 した廟に は ､ 紀られ て 間もな い で あろう理水

将軍 ､ 三世先祖､ 天医華陀､ 自求恩の 姿があ っ た｡ 理水将軍 は ､ こ の地 の 水害を治め ､ 三 世先

祖 は現世過去世来世 も見守る ｡ 天医華陀 は古代 の名医､ 自求恩は抗日戦争時､ 延安な どで活躍

したカ ナダ人 の 医者､ 毛沢東の 著作 ｢ 紀念自求恩｣ で その 功溝は広く知られて い る. それに し

てもガ ウ ンを纏い ､ 頭 に赤い 星を戴 い て い る自求恩の 姿に は我が日を疑 っ たが ､ 思えば こ れぞ

庶民 の 素朴な願 い ｡

"

小康
"

を得た今日, 先祖に感謝し､ 今後は病なく､ 水害もな い 日々 を送る

ことに なれ ば､ これに増した幸せ は な い ｡ 理水将軍 ､ 三 世先祖と古今の 名高い 医者二 人 を祭る

由縁で ある ｡

(9 月 1 5 日) 九時, 宣巻が行われる ことを耳に した村の 女性たちが
一

斉に集ま っ て来た｡ 午

の こ ろは 五十前後か ら七十後半ぐら い か｡ 彼女た ちの 手に よ っ て脚立式の 卓脚が 2 つ 並 べ られ,

その 上 に平た い 板 ( 1 m X 3 m ) が置かれた｡ 坂上 に は ｢奉散華陀菩薩念傭板｣ と記されて い
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る ｡ 女性たちは それを取り囲み ､ 手に数珠を持ち､ ｢ 阿弥陀俳｣ を念じ始め た ｡ それは
､ 本日の

宣巻の始まりを意味して い た (写真 7) 0

開場は平巻俳調で ｢ 阿弥陀俳｣ が念じられ,

"

的角板
"

と いう長四角の 板を細い 榛で叩きなが

ら､ ｢ 蓮花落調｣ で縁起 が祝われ る ｡ こ の縁起 の 内容は ､ 前掲 の演劇の 三例と 同じで ある ｡
つ い

で 喧巻本調で ｢ 玉鴛蕎｣ が唱わ れた ｡ どん な内容かとたずねる と､ ｢ こうい うとこ ろ で演 じられ

る の は ､ 始め は苦しくとも後は ハ ッ ピ ー

エ ン ドと い うもの｣ と い う ｡ 内容的に は､ 清末民国の

題材と同様, 小説､ 戯曲, 弾詞 の 影響下 で文学的に変化して きたもの が多く､ 公案物､ 才子佳

人物が大半を占め る と思わ れ る｡ ｢玉鴛蕎｣ はその代表的なもの で ､ 没落した名家の秀才が､ 婚

約者の援助に よ っ て及第, 団円する ｡ や はり こ れ も今日 の 立身出世､ 子孫繁栄 の願望 とも合致

する の で ある ｡

｢ 玉鴛蕎｣ の 話は江蘇省揚州府が舞台｡ 貧し い 萎柄清なる者が, 極貧の 中, 洛陽に い る叔父､

王忠通を尋ねて 行くが ､ そ の裏鉄氏に冷遇され ､ 辛苦をなめ つ く した の ち､ つ い に王家の い と

こ と結ばれると い うもの . 蘇州弾詞な どで有名な ｢ 珍珠塔｣ (注 12) と類似したス ト ー リ ー

で あ

る ｡ 越劇 の く方玉娘祭塔) で も こ の 曲を唄うこ とか らすれ ば､ 江南
一

帯で よく知られ た 曲目で

ある｡ 最後に ､
｢ カ官須要多清正 ､ 不可屈打善 良民､ 若有僧道釆抄化 , 減 口弄生救労人 ｡ 停1r] 夫秦

要和睦 ､ 夫唱妻随辻光明｣ と, 官として ､ 僧として , そして夫麻として の ある べ き姿を説き､ 話

は終わる ｡

浮田瑞穂氏 は民間 の宣巻に つ い て ｢江新 一 帯で は宣巻は また説因果ともよばれ､ 鏡鎗を伴奏

と して茶店な どで唄わ れた｣ と言い ､ 顧嶺剛の 『孟妻女故事研究集』 第三冊 『南曲譜及民衆芸

術中之孟妻女』 の 一 文 ｢蘇州地方で は宣巻と説因果とは また別人で , 宣巻は
一 人が 主となり,

三 四人が輔となる ｡ 主となる者が巻文を宣読する と, 輔者がそ の 一

旬を読み終わ る の を侯 っ て

仏名
一

声を和する . 伴奏楽器は木魚と小さな撃 (銅鉢) である . とこ ろが説因果は両人対唱で
､

一 人が縛板を執り､

一

人が銅片を執り, 相和して歌うも の で ､ 蘇州城内で は玄妙観でお こ なわ

れ､ 『珍殊塔』 などを説い た云 ｣々 (注 13) を引用して い るが ､ 今回目にした の は , 前半は宣巻､

後半は説因果で あり､ 楽器は銅錦や哨柄 ( チ ャ ル メ ラ) ､ 二胡が用 い られ､ 演劇要素がかなり加

えられ た もの で ある こ と が見て取れ る｡ 仏事と して の 形式をまね ､ しか しながら娯楽的 な色彩

を強め て い る の である .

メ ン バ ー

は演者三 人 と楽器担当
一

人の 四人 一

組であり､ 王荷花 ( 元締輿劇団員 ､ 退職｡ 主た

る唱者､ 5 0 代) ､ 魯徳英 (幼い 時から宝巻調を耳に し､ これまで正式の 職に就い たこ とはなく,

グ ル ー

プ に参加｡ 蓮花詞を唱う､ 2 0 代) ､ 金国芳 (元趨劇団月､ リ ス トラされ､ グ ル ー プ の
一

月

に . 主に旦役, 越調 を唄う､ 40 代) ､ 遊張夫 (楽器担当, 元劇団月, リ ス トラされ ､ グ ル ー プの

一

月に , 40 代) に よ っ て構成されて い る｡ 用 い るテ キス トは抄本を複写したも の で あるが, チ

キ ス トの中に は ス ラ ッ シ ュ ､ ダブ ル ス ラ ッ シ ュ ､ トリプ ル ス ラ ッ シ ュ の 弔しが あり､ それ ぞれ

の 役割に従い
､

三 人の演者が唄 い 分 ける こ とを明示 して い る (写真 8 ) 0

こ の グ ル ー プの 唱宝巻の特徴は
､

① 表 (第三者によ る情景､ 人物描写) ､ 自 ( せりふ) ､ 唱 (うた) がある こ と｡

② 阿弥陀仏と南無阿弥陀仏で始まり, 同 二句で終わる ｡

③ 喝も適当に ことばを補 っ て咽 い ､ ある程度の融通性がある ｡

④ 三人 の咽 い 手はテ キス トか ら目を離さず､ 問断なく担当分を唄い次ぐ｡ また, 和すこともあ

る ｡
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⑤ 楽器担当者は 二胡､ 哨柄をともに換る｡

⑥ 咽 い 手の 二 人は的角板, 鏡婚 ( に ょうはち) ､ 京銀 ( どら) , 小錦の 打楽器で伴奏をとる ｡

な ど で ある ｡

こ の 日は同行の謝氏が開い た宣巻 で ､ とりた て た 目的もなく ､
い わ ば私と い う遠来の 客の 為に

い つ もの ように
一

席演 じ て くれと
､
職場仲間だ っ た王荷花に頼ん で くれた もの だ っ た ｡ 彼女た ちは

い つ もこうする の だと , 幾つ かの 台本を机に置き ､ 選ぶ ように と謝氏を促した ｡
｢ 況看虜｣ 上下本 ､

｢ 双状元｣ , ｢ 釆花｣ ､ ｢ 何文秀｣ , ｢ 碧玉替｣ な ど の宝巻テ キ ス トが並べ られた ｡ 他に も ｢ 包公出世｣ ,

｢ 売花龍図｣ ､
｢ 売水龍図｣ などがある と い うが

､
｢ 況看届｣･ の末尾に記された ｢ 我児得中状元郎 ,

又輿賢者両成親 ､ 発音臨門到徐家 , 為娘心中也歓暢｣ が如実に示すように
､ 出世 と幸福とを手に

する物語が主流で あ っ た
｡
テ キ ス ト の ほ とん どは民国の もの で ある ｡ ( 文革の) ｢ 破四 旧 ( 四 旧打破

の運動)｣ を乗り切 っ た理由に つ い て 質す と
､ 民間にま で打破の 手は及ばな か っ た か らと い う｡ こ

う し て ｢ 健康で 災害なく
､ 家族仲睦ま じく｣ ､ 即ち頑災造福と い う庶民の 希求の 活動が､ 宣巻と い

う形を借り て脈々 と受け継がれて きた の で ある ｡

7 : お わりに -

｢ 劇場での地方朋
一

慌しく過 ぎた府輿最後の 夜. 紹興市延安東路の 紹劇芸術中心劇場で ､ 新江紹劇 団に よ る紹劇

｢真仮孫悟空｣ の 内部上演会を目にする機会を得た (写真 1 0) ｡ 証明や セ ッ ト､ 音楽まで も ｢ 西

洋化｣ され ､ 憤慨激昂を表す旋律だけが ､ わずか に相劇で ある こ とを敢えてく れた ｡ 招待日と

い うこ とで埋 め尽くされて い た観客席で はあ っ た が, 拍手は まばらだ っ た｡ 精巧な マ イ ク ロ フ

ォ ン の つ ん ざくぼかりの音が耳に残り､ 伝統劇や村芝居 の も つ 雰囲気はそ こ に はなか っ た ｡ 今

日 の 劇場芝居は ､ 少なくとも観客との 関係に お い て , 脈々 と受け継が れ る草台 (露台) , 廟台の

熱気に は遠 く及 ばな い ｡ 即ち ､ 地方劇が その 地方の 劇で ある限り ､ 庶民 の 生活と密接に か か わ

りあう相互交涜の なかで こそ, そ の生 き生きとした生命を保ち得る の かもしれな い
o

中国 の地方劇の 多くは , 神 へ の奉納と娯楽の 二 つ の 要素をも っ て発展して きた｡ 清末, 民 国

に は
､ 地方劇が北京に行き､ 上海に行き , 市場演劇として全国 に遍く ことがあ っ たが ､ 庶民 の

日常と切り離された 劇場の 芝居 はそ の洗練さ ､ 芸術性の 高まり とともに , 民 間演劇が持つ 生命

の 根源を失 っ て い っ た o

中華人民共和国成立後は ､ 国に保護され 国の 文化統制の 路線の 中で 地方劇も利用 されて きた

側面 を持つ ｡ 確か に ､ 国に保護され る こ とに よ っ て ､ 底辺 の生活に甘 ん じて きた俳優や 劇場関

係者は ､ 生活の 不安が取り除か れたこ ともあ っ た (注 1 4) ｡ また ､ 今日まで連が る後継者の養

成と いう面にお い て も , 国家の 保護は功を奏した とも い える｡

しか しなが ら､ 今日の 地方劇の再興をみれば ､ 地方劇は人々 の 生活の 中で こ そ生き得る もの

で ある こ とを知る ｡ 今日 の興隆の 背景として ､ ① (主催者の側 面から) 経済の 安定､ ② (俳優

の 側面か ら) 中華人民共和国成立以後, 継続して 行 っ た地方劇担当者 ( 後継者) の 養成､ ③

(主催地及び観客の側面から) 人の 流動が少なく旧態然として い る村落構造な どを指摘で きよう｡

しか し､ ④人間 の心 に ある神 へ の 祈り ､ 神 へ の 恐れが､ 願解き (｢ 還廟｣) の 芝居を再興させ た

こ とが根底にある こ と も疑い がな い だ ろうo

で は ､ 今後地方劇は ど の ように存在 して い くの か ｡ 復興を求め る世代の 多くは , か つ て村芝

居を享受した世代で あり､ そ の復興 は郷愁に根ざして い るがゆ えに
一 時的なも の であり , 衰退

に向か い
, や が て消滅すると言える であろうか ｡
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そ れは , 否 と い っ て よ い だ ろう｡ 経済の成長 が進み , 知識 を習得 した人 々 が相対的に多くな

っ た と して も､ 農村に住む人 々 の ､ 自然 に対する ､ 或は , 人 間存在その もの に対する不安感は

払拭 され ま い
｡ それ ゆ え人 々 は神に祈 る行為を捨て去 る こ と は なく､ 同時に共 に存在する人 々

との
一

体感を求め る心理が消え失せ る こ とはな い であ ろう. 人 々 は､ しばし現実を忘れ ､ 敷難

困苦の 末に理想をか なえてく れ る舞台に心躍 らせ , 自然の 中で熟知した人 々 と ともに時間と空

間を共有する こ とを求め続ける , と思わ れ る の である ｡

注

(注 1 ) 磯部祐子著 ｢ 生 き続ける宝巻 ( 上) (下)｣ (『東方』 18 8 号､
1 8 9 号所収 1 9 9 6 年)

(注 2 ) 謝涌帝 ･ 高軍書 r 紹輿古戯台』( 上海社会科学院~出版社発行, 2 00 0 年)

(注 3 ) 謝涌涛著 『戯場鎗墨 一 戯曲美術論文集j (遠方出版社発行,
2 00 3 年)

(注 4 ) 糞士雄著 『魯迅筆下的紹興風情』 ( 折江教育出版社発行,
1 9 8 5 年) o そ の訳書と して , 木山英雄

訳 『魯迅 の頼輿』 ( 岩波書店発行 ,
1 9 9 0 年) があ る ｡

(注 5 ) 田仲 一 成薯 『明清 の戯曲』(創文社発行, 2 0 00 年)

(注 6 ) 磯部祐子著 ｢ 府興老芸人探訪記- 1 9 0 0 年代｣ (『中国地方劇初探』 第 二 章, ｢ 中国地方劇をめ ぐ

る 諸問題｣ 多賀出版発行, 1 9 9 2 年)

(注 7 ) 謝涌帝著 ｢ 戯曲的民俗性及其適時効応｣ (『戯文弟3 期』,
1 9 9 5 年)

(注 8 ) ｢ 紹輿晩報 1 9 9 4 年 2 月 1 7 日版｣ 掲載記事o

(注 9 ) 前掲 (注 4 ) 参照 ｡

(注 10) 車錫倫著
.
『中国宝巻研究論集』(学海出版社印行, 1 9 9 7 年)

( 注 1 1) 前掲 ( 注 1) 参照｡

(注 12) 坪田瑞穂著 F 増補賓巻の研 創 ( 国垂刊行会発行 1 9 7 5 年) に珍珠塔宝巻が紹介されて い る｡

･ ∴ ス ト
ー リ ー をまとめれば以下 の ようで あ る ｡

明の 河南開封府祥符県太平堺 の方卿､ 字は子文｡ 父 は吏部尚書 の職を拝した高官で あ っ たが ､ 軒臣 に

陥れられ て 死 し､
･ 母 の 場氏 は年も六十 に 近 い ｡ 方卿十 人歳､ 不幸 に もしばしば火災に遭 っ て 家を失 い

､

母子して墓守 の小屋に住ん で い た｡ こ の まま で は どうにもならな い と､ 方卿は黄州および嚢陽の知友親

戚を頼 っ て旅立 っ たが , 黄州の知人は不在で金は借りられず､ やむなく親戚陳廉を訪ねた ｡ 陳廉はもと

御史の 職に あ っ たが ､ 今は退官 して 隠居の 身分で あ る ｡ 婦人方氏は方卿の 叔母にあたり, 草紙と い う娘

が
一

人ある ｡ 陳卿ま亡き方尚書 に 世話に な っ た恩を思 い
､ 方卿の 面倒を見ようと考えて い たが

､ 虚栄心

の 強 い 夫人とは意見が合わ なか っ た｡ さ て陳公五十歳の 誕生祝に大勢の客人が慶賀に集ま っ て い るとき､

乞食風態の方卿が陳邸を訪ね て 来た｡ 夫人 はそ の みすぼ らしさに眉をひそめ
, 無骨にも甥を辱か しめ て

追 い 返して しま っ た｡ 令嬢の翠蛾はひそか に裏庭で方卿と会 い
, 旅費代り に珍珠の宝塔

一 座を贈 っ て別

れた ｡ 方卿の去 っ た こ とを後で 聞かされた陳公は驚 い て馬で追 い かけ, 九松亭と い う茶店 で会 っ て連れ

戻そうと したが方卿は承知せず､ や むなく翠蛾と の結婚を約して訣別した｡ 方卿は帰途, 黄州城 の附近

で邸六喬と い う強盗 に珠塔を奪われ､ 雪 の 中に打倒され て しま っ た｡ それ を､
たまたま こ こ に船がかり

して い た南昌県の 畢云顕と い う官貞に救われ , 華氏の郷里南昌 に伴われ て
､

しばらく世話 に な るうち､

云顕の姉秀金 の婿にと感望された. 河南の老母は息子の行方を案じ､ 乞食同然にな っ て東陽目指して流

する 途中, 強盗邸六喬が捕縛され ､ 奪 っ た珠塔 の こ とから方卿の 生死が危ぶ ま れて い ると い う噂話を耳

に して ､ 絶望 の あまり投身しようと したと こ ろ を､ 白雲庵の尼僧に救助され､ そ の まま庵中 に住み つ い

た｡ 翠蛾もこ の 件から病に臥して い たが ､ やや快方に向 っ た の で ､ 願解き の ため白雲庵に参詣したとき､

偶然にも老母 の所在を知 っ て 父 の 陳公 に知らせた｡ しかし息子は殺されたと思 っ て絶望 して い る老母は､

白雲庵を出ようとは しなか っ た｡ さ て 南昌で勉学して い た方卿は上京して 試験を受け､ 見事 に状元に及

第｡ 官も七省杢盤御史に任ぜ られ , 老母の行方を捜し つ つ 嚢陽に来り, わ ざと道士 に扮 して 隣家に乗り

こ み ､ 身分を秘したまま故意 に方卿と名の っ て陳公老夫婦 の前で親刺の 道情 一 曲咽 い
､ 特に夫人 の 不人

情を責めた. そ の 後で白雲庵の 老母に状元合格 の喜びを伝え, 陳翠蛾と畢秀金を要 っ て 一 夫両妻の 婚姫



●

1 68 磯 部 祐 子

を成したばかりか, さ ら に陳家 の 次女釆昇をも要 っ た｡ 老母が世話に な っ た自書庵に は
一 座の 宝塔を建

立 して 報謝 し､ 塔の名も珍珠塔と つ けた ｡ 老母は続 い て 庵中で修行する こ と十年の 後､ 功満ち て仙界に

迎 えられた. 陳廉老夫婦も こ れより斎僧布施 の善事 に つ とめた の で ､

一

子 を得て後に 公卿とな っ た . 方

卿 の 三 人 の 夫人もそれぞれ子女を儲け ､ 富貴栄華をきわ め て
一

門繁栄 した｡

( 注1 3) 同上浮田瑞穂著 『増補賓巻 の 研究』 P 9 1 に 見え る ｡

( 注 1 4) 前掲 (注 6) に , 紹興老芸人 の解放前の 生活苦と解放後 の 生活 の 安定が述 べ られ て い る0

( 写真 1 ) 解放娘娘の生日 に元宝 を持参し焼く (写真 2 ) 最起を祝う役者たち

人 々

( 写真3 ) ｢ 夜明珠｣ の 上演で親孝行を説 く

( 写真5 ) 湖神生日 に ､ ｢ 八仙縁起｣ を説く

(写真 4 ) ｢穆種英捷師｣ に見入る人々

(写真 6 ) 昼下がり ｢革台｣ に集う人々
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( 写真 7 ) ｢ 奉散華陀菩薩念俳板｣ で ｢ 阿弥陀俳｣

を念じる｡

( 写真 9 )
"

挑選
"

を待 つ 宝巻テキス ト
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那
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護
(写真 8 ) スラッシュ

､ ダブルスラッシュ ､ トリプルスラッシ

ュ で役割分担が明示された宝巻｡

(写真 1 0) 漸江紹劇団 に よる現代化された紹劇

｢真備孫悟空｣
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